
さいたま市会場の訓練概要 

訓練目的 

 大規模な地震による災害発生時の初動体制を検証し、地域住民、自主防災組

織および地域事業所の地域防災力の充実強化を図る。 

 また都市の過密化、土地の高度利用により多様化する都市型災害に対応した

実践的な訓練を実施し、国、県、防災関係機関および八都県市の連携を強化・

検証し、災害対応力の向上および防災体制の強化を図ることを目的とする。 

日  時 平成２１年 ８月３０日（日） ９：００～１２：００   

会  場 さいたま市中央区新都心８－１－Ａ街区（彩の国８番館跡地） 

規  模 参加機関（団体） ６０機関、 参加人員２，５００名 

想定地震 さいたま市直下地震（マグニチュード６．９、震度６強）の発生 

訓練項目 

１ 災害対策本部設置・運用訓練   12 応急救護所設置訓練 

２ 現地災害対策本部運用訓練    13 トンネル内多重衝突事故救出訓練 

３ 駅混乱防止対策訓練       14 倒壊建物救出訓練 

４ 炊き出し訓練          15 土砂災害救出訓練 

５ 救出救護体験訓練        16 ドクターヘリ重篤患者搬送訓練 

６ 初期消火訓練          17 救援物資受領・配布訓練 

７ 情報共有・収集・伝達・広報訓練 18 防疫活動訓練 

８ 防災ボランティア活動訓練    19 ライフライン復旧訓練 

９ 道路啓開・障害物除去訓練    20 高層建物へリポート離発着訓練 

10 被災地合同指揮本部設置訓練   21 高層建物救出訓練 
11 高速道路避難対策訓練      22 火災防御訓練 

訓練の特徴 

【地域防災活動訓練】 

1 住民・自主防災組織による初期訓練として、避難誘導、救出救護及び消火訓
練を展開し、地域住民主体の体験参加型訓練の実施。 

2 各種展示啓発（防災用品の展示・紹介）および体験訓練（応急手当、ＡＥＤ
取扱い、消火器取扱い）の実施。 

【都市型災害対応訓練】 

1 都市型災害をテーマとし、周辺事業所及び既存施設を活用した実践的な訓練
の実施及び検証。（高層建物からの救出、トンネルからの救出、駅における

混乱防止対策、航空機による屋上へリポートからの救出等） 

2 ライフラインの迅速な応急復旧訓練の実施。 
3 国および八都県市をはじめ関係機関との広域連携訓練の実施。 
4 協定に基づく災害対応訓練の実施。 

問い合わせ先 
さいたま市 

総務局危機管理部防災課 
電話 ０４８－８２９－１１２７ 

 


